
避難する際は、以下のことに注意しましょう
●避難所ではマスクや体温計、消毒液が不足します。
飲料水や懐中電灯、上履きなどの非常品と一緒に持参
してください
●市が指定する避難場所や避難所が変更される可能性
があります。避難する前に、市ホームページなどで確
認してください。ＦＭメイプルなどのラジオ放送や広
報車での呼び掛けも行います
●避難時に発熱、咳などの症状がある方や新型コロナ
ウイルス感染症患者との濃厚接触者は、避難所到着後、
速やかに職員に申し出てください
●避難所では、お互い十分に距離を空けてください
●豪雨時に屋外へ移動することは危険です。やむを得
ず車中泊をする場合は、浸水しないよう周囲の状況な
どを十分確認してください

新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、災害
が起こった場合、危険な場所から避難することが原則
です。自分が取るべき行動を確認し、適切に避難しま
しょう。

安全な場所にいる時は、避難する必要はありません。
災害の危険性が少ない場所にいる人が、避難所に避難
して過密状態になり、新型コロナウイルス感染症に感
染することのないよう、一人一人が適切な避難行動を
考える必要があります。
開設された避難場所を利用する
だけではなく、安全な場所にあ
る親戚や知人の家に避難したり、
自宅の上の階に移動したりする
ことも検討しましょう。

安全な場所で「難」を「避」ける

ハザードマップで自分の家がどこに
あるか確認し、印をつけてみましょう

新型コロナウイルス感染症を警戒し、適切な避難行動を取りましょう

警戒レベル３が出たら、安
全な場所の親戚や知人宅に
避難しましょう（日頃から
相談しておきましょう）

警戒レベル３が出た
ら、市が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう

警戒レベル４が出たら、安
全な場所の親戚や知人宅に
避難しましょう（日頃から
相談しておきましょう）

警戒レベル４が出た
ら、市が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地
や崖のそばなどにお住まいの方は、市からの避難
情報を参考に、必要に応じて避難してください

◆浸水の危険があっても以下の場合は、自宅にと
どまり安全を確保することも可能です
●洪水により家屋が倒壊・崩壊してしまう恐れの
高い区域の外側である
●浸水する深さよりも高いところにいる
●浸水しても水が引くまで我慢できる、水・食糧
などの備えが十分にある
◆土砂災害の危険があっても、十分頑丈なマンシ
ョンなどの上層階に住んでいる場合は、自宅にと
どまり安全を確保することも可能です

下の図を使い、避難時に取るべき行動をあらかじめ確認しておきましょう

家がある場所に色が塗られていますか？

安全な場所に住んでいて、身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

いいえ

例外

はい

はい

　災害の危険があるので、
原則として、自宅の外に避
難が必要です

はい

はい いいえ いいえ

本人または一緒に避難する方は避難に時
間がかかりますか？

安全な場所に住んでいて、身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

災
原則

＊ハザードマップとは、浸水や土砂
災害が発生する恐れの高い区域に色
を塗って示した地図です。北広島市
防災ガイドブックに掲載しています。

いいえ

避難行動
判定フロー

避難フロー.indd   12 2020/06/26   15:16:56


